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第 2 回森川記念賞受賞講演 
 

全学一体で取組む放射線に関する情報発信－市民公開シンポジウムと 
教育訓練特別講演会開催ならびに中・高生及び高校教員を対象とした 

次世代人材育成事業の継続的取り組み－ 
 

富山大学 
 
１ はじめに 

富山大学では，これまで学内外の幅広い層の人々に対して放射線に関する情報発信

を継続して行い，大学内における放射線安全文化の醸成ならびに一般市民や次世代を

担う中学・高校生の放射線に対する正しい理解の形成に取組んできた。以下にその概

要を述べる。 

２ 全学一体で取組む市民公開シンポジウム開催による放射線に関する情報発信 

東日本大震災とこれによる福島第一原子力発電所事故を契機とし，本学では，総力

を挙げてこの重大インシデントに学び，得られた教訓を未来に伝えることが大学の使

命であると考え，学長主導の下に，学内の放射線管理者・研究者らが中心となって，

2012 年より現在まで様々なテーマで市民公開シンポジウム，講演会を開催し，放射

線に関する情報発信を行ってきた。 
事業開始当初は学内の放射線関連教員が企画していたが，2015 年には，富山大学，

弘前大学，東京大学の３大学連携事業として「放射線と環境・食の安全」シンポジウ

ムを開催した。また，2016 年には本学の男女共同参画推進室の支援を受け，講演者・

歴史的、日本の重大な 
インシデント （原子力災害） 

大学の総力を挙げて

“学び後世に教訓として伝える”

そのための情報発信
富山大学発

学長の元 + 
広い視野で 

+全学的協力
続ける

全年齢層対象 

大学生、小、中、高校

市民 学会

県民 自治体

多様性・持続性を持って！

全方位、多様な手法で

・全学的総合科目「震災・復興学」を創設
・アクティブ・ラーニングを導入

・福島からの直接の声を届ける

・大学間連携、学会連携を図る

・男女共同参画室とも連携

・次世代への放射線教育

放射線科学の推進

学ぶ 未来に繋げる 

放射線医学・生物学 

放射線防護・管理学 

放射線物理 ・化学 ・ 計測学 

放射線環境科学 

放射線疫学 

社会科学の推進

エネルギー科学 
社会科学 

教育科学 

リスク影響科学 

防災・災害科学 

富山大学における放射線教育の取り組み



座長全員が女性によるシンポジウムも開催した。 
さらに，全学的教育のために 2015 年より学内の経済，人文，社会学系教員が事業

運営に加わり，「全学一体で取組む安心・安全のための大学からの情報発信」の体制

を構築、組織体制を発展させ，震災と原発事故からの復興をテーマに加え，活発な議

論を行ってきた。2016 年度からは，教養総合科目「富山から考える震災・復興学」

を大学の授業科目として開講し，アクティブ・ラーニングにより震災・復興への理解

を深めるとともに，文科系の学生を含めた全学的な放射線教育へと展開させた。 

３ 教育訓練特別講演会による放射線に関する情報発信 

本学杉谷キャンパスでは，1999 年よりこれまで放射線業務従事者等に対する教育

訓練（再教育）の一環として年に数回学内外より講師を招聘し，放射線の安全取扱い

を含め，医学利用，生物影響等に関する学術講演会を開催し，主として学内に向けた

放射線情報発信を行ってきた。教育訓練は管理区域に立入った後も１年を超えない期

間ごとに受講することが定められているため，再教育では受講者のモチベーションを

継続させることが課題となる。そのため，学術的内容により受講者の関心を引き付け

るとともに，演者が放射線に関する経験談を交えて講演することによって，有効な教

育訓練となっている。なお，法令改正など必要な項目についても同時に講義している。 

４ 中・高生及び高校教員を対象とした次世代人材育成事業における放射線教育 

本学生命科学先端研究支援ユニットでは，2005 年より現在まで科学技術振興機構

（JST）のサイエンスパートナーシッププログラム（SPP）事業及び富山大学地域貢

献事業として，富山県内の高等学校および中学校と連携し，探求的学習活動を実施し

てきた。特に高等学校との連携事業は正規の教育課程の授業計画に組み込まれている。 
本事業は，放射線，遺伝子，機器分析，動物のコースが実施されており，放射線コ

ースでは，放射線の基礎知識や人体影響，放射線利用に関する講義と，霧箱作製によ

る自然放射線の飛跡観察，GM サーベイメータやイメージングプレートによる食品か

らの放射線測定，教育用線源を使用した放射線のしゃへい・逆二乗則の実験，放射線

照射による細胞の形態変化の観察など，多岐にわたる実験を行っている。本事業は，

中学・高校生の若い世代に向けた情報発信により放射線に対する正しい知識を習得す

るとともに，放射線利用の有用性を理解する良い機会となり，今後放射線に対する正

しい理解を社会に定着させる基盤になるものと思われる。 
また，当ユニットでは 2004 年から 2007 年にかけて富山県総合教育センターとの

共催で，高等学校理数系教員を対象として同様の研修を実施しており，放射線に関し

ては，「活性酸素とアポトーシス」をテーマとして実施した。本研修後，受講者から

は放射線に対する理解が一層深まったとの感想が多く寄せられ，放射線教育を推進す

るために有用であったと思われる。 
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